
 
シード資料になる大会・補償制度の対象となる大会 

令和８年度奈良県高等学校総合体育大会卓球の部 
兼 令和８年度全国高等学校総合体育大会 

第 95 回全国高等学校卓球選手権大会 奈良県予選会  

兼 第 80 回近畿高等学校卓球選手権大会 奈良県予選会開催要項  
 
１．主 催   奈良県高等学校体育連盟  
 
２．日時、種別、会場について  

日    時  種     別  会    場  

 ５月３０日（土）９時  ダブルス３回戦程度まで  
シングルス ベスト８まで  

ベストラインシダーアリーナ  
（五條市上野公園総合体育館） 

 ５月３１日（日）９時  シングルス 決勝リーグ  奈良市西部生涯ＳＣ  

 ６月 ６日（土）９時  学校対抗ベスト８まで 

ダブルス決勝まで  
ベストラインシダーアリーナ  
（五條市上野公園総合体育館） 

 ６月 ７日（日）９時  学校対抗決勝までと９位決定戦   奈良市西部生涯ＳＣ  

 
３．競技規定  
（１）現行の日本卓球ルールを適用する。  
（２）日本卓球協会発行のゼッケンを着用のこと。  
（３）アドバイザーは当該校の校長が認めた申込書に記載された監督または選手に限る。  

シングルス、ダブルスでは各試合で１名のみベンチに入ることができる。  
（４）タイムアウト制は公認審判員が審判をする学校対抗の準決勝および決勝、シングルス

の決勝リーグ、ダブルスのベスト４リーグにのみ適用します。  
 
４．競技方法  
〔学校対抗〕 

（１）トーナメント方式で行うが、参加申込みが１５チーム以下の時は予選リーグ＋決勝リ 

  ーグまたは決勝トーナメント方式で行う。  
 （注 決勝リーグか決勝トーナメントかは役員会で決定する） 

（２）選手登録は４名以上８名以内とする。  
（３）勝敗は４～６名による１ダブルス、４シングルスの５試合３点先取とする。  
（４）試合は次の順序とする。  

順   序  １  ２  ３  ４  ５  

 シングルス  シングルス  ダブルス  シングルス  シングルス  

（５）１番・２番のシングルスに出場したものでダブルスを組むことはできない。なお、シ 

  ングルスは全て異なる選手とする。  
（６）２台並行して試合を行うとき、後ろの番号を先に始めることはない。ただし、後ろの番号の試

合が先に終わり、団体戦の勝敗が決まった場合は、その時点で試合を打ち切る。  
 
〔ダブルス〕 

    トーナメント方式で行う。ただしベスト４よりリーグ戦を行い、代表を決定する。  
 

〔シングルス〕 

   トーナメント方式で行う。ただしベスト８よりリーグ戦を行い、代表を決定する。  



 
令和８年度奈良県高等学校総合体育大会卓球の部  

兼 令和８年度全国高等学校総合体育大会 第 95 回全国高等学校卓球選手権大会 奈良県予選会 

兼 第 80 回近畿高等学校卓球選手権大会 奈良県予選会開催要項  
 
５．参加資格  
（１）選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校(中等教育学校後期課程を含む)に在籍 

  する生徒であること。また、奈良県高等学校体育連盟に加盟している生徒であること。 

（２）年齢は、平成１９(2007)年４月２日以降に生まれたものとする。ただし、出場は同 

   一競技３回までとし、同一学年での出場は１回限りとする。  
（３）チームの編成において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認 

  めない。  
（４）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認め 

    る。  
（５）転校後６ケ月未満のものは参加を認めない。(外国人留学生もこれに準ずる)ただし、 

  一家転住等やむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の認可があればこの 

  限りではない。  
（６）選手は、当該年度(財)日本卓球協会に登録されたものに限る。  
 
６．参加料  

参加種目数に関係なく参加１人当たり４００円とする。  
大会当日に納入すること。  

 
７．参加制限、申込期日、全国大会・近畿大会参加資格  

種 別  参加制限  申込締切  全国大会  近畿大会  

学 校 対 抗  各校１チーム  ５月２１日（木） １位  ９校※  

シ ン グ ル ス  〃  ８名以内  ５月２１日（木） 上位４名  １６名  

ダ ブ ル ス  〃  ４組以内  ５月２１日（木） 上位２組  １６組  

 ※ 近畿大会には前年度同大会の学校対抗優勝校および個人戦ランキング保持者と  
前年度近畿新人大会個人戦ランキング保持者が上記以外に別枠で推薦出場できる。  

今年度は、該当校なし。シングルス・ダブルスの該当者なし。 

  ※ 近畿大会が８０回記念大会のため、学校対抗の参加数は８＋１校となる。  
 
８．申込方法  

所定の申込書（様式）によって高体連卓球専門部（n k t s j i m u k y o k u＠ gm a i l . c o m）へ  
申し込むこと。（フルネームを記入）  

 
９．その他  
 学校対抗の部は、令和８年度奈良県高等学校総合体育大会卓球の部を兼ねます。  
 高体連補償制度の対象の大会となりますので、所定の手続きをお願いします。  
 近畿大会  令和８年７月１８日（土）～７月２０日（月）和歌山県 県立橋本体育館  
 全国大会  令和８年８月１２日（水）～８月１７日（月）大阪府  Asue アリーナ  



シード資料になる大会・補償制度の対象となる大会 

令和８年度奈良県高等学校総合体育大会卓球の部 実施要項 

 

１．主  催  奈良県高等学校体育連盟 

 

２．期   日  令和８年６月６日（土）９時～・６月７日（日）９時～ 

 

３．会  場  ６月 ６日（土）ベストラインシダーアリーナ（五條市上野公園総合体育館） 

                五條市上野町 246  ℡.0747-24-2610 

        ６月 ７日（日）奈良市西部生涯スポーツセンター 

                奈良市中町 4860  ℡.0742-52-0100 

４．参加資格 （１）奈良県高体連加盟校生徒であること。 

       （２）全日制と定時制の混成チームは認めない。 

 

５．参加制限 （１）各学校男女とも１チームまで参加できる。 

       （２）登録選手は４名～８名とする。 

     （３）申込後の選手変更はできない。ただし、感染症等のやむを得ない事情がある 

ときは、試合当日の受付終了までに申し出ること。 

 

６．競技規定 現行の日本卓球規定による。服装についても日本卓球協会規則による。特に、ゼッケ 

       ンの着用を厳守し違反者は出場を認めない。 

 

７．競技方法 （１）男女別トーナメント方式により行う。 

       （２）試合順は １シングルス ２シングルス ３ダブルス ４シングルス  

５シングルス とする。 

       （３）４～６名でオーダーを組み，ダブルスに出場する選手はシングルスにも出場 

できる。ただし､１番と２番の選手でダブルスを組むことはできない。 

（４）決勝まですべて勝敗は３点先取で決定する。２台並行で行うときに後ろの 

番号の試合が先に終わり勝敗が決定した場合も試合を打ち切る。 

       

 

８．申込方法 （１）所定の申込書（様式）による。 

       （２）申込期日 令和８年５月２１日（木） 

       （３）申込先  高体連卓球専門部事務局（nktsjimukyoku＠gmail.com） 
       （４）インターハイ予選学校対抗の部の申し込みを本大会の申し込みと兼ねる。 

 

９．表  彰  男女別にベスト４まで表彰する。優勝校にカップを授与する。 

        優勝カップはインターハイ予選優勝校と県総体優勝校の２個を授与する。 

 

10．抽  選  ５月３０日（土）実施のインターハイ予選シングルス・ダブルスの際に、 

        くじにより行う。 

 

11. 参 加 料   令和８年度全国高等学校総合体育大会 第 95 回全国高等学校卓球選手権大会 

        奈良県予選会（インターハイ予選）の参加料と兼ねる。 

 

12．そ の 他  （１）高体連補償制度の対象となる大会です。所定の手続きをお願いします。 

        （２）この大会は、令和８年度全国高等学校総合体育大会 第 95 回全国高等学校 

        卓球選手権大会奈良県予選会 学校対抗の部を兼ねる。 


